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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヒト体臭発生機序の分子生理学的理解を通じ、体質や健康状態の違いに基
づく「体臭の個人差」を決定する分子基盤の同定を目指すものである。その試金石にあたる本研究では、体臭と
して腋臭に焦点を当て、腋臭症の表現型決定因子のひとつであるATP-binding cassette transporter 
sub-family C member 11（ABCC11）に着目した、in vitro・in vivo検討、および臨床検体の解析を行った。得
られた成果は、ABCC11を中心とするヒト体臭・腋臭症研究のさらなる発展に貢献することが期待される。

研究成果の概要（英文）：This proposal is focused on understanding molecular bases in the development
 of human axillary odors which may be affected by constitution and/or healthy condition of each 
subject. For this purpose, we researched an axillary osmidrosis risk factor, ATP-binding cassette 
transporter sub-family C member 11 (ABCC11). Via in vitro and in vivo experiments as well as 
analyses and clinical samples, we successfully obtained important findings that will contribute to 
accelerate future researches on human body odor and axillary osmidrosis.

研究分野：疾患生命科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究がさらに発展することで、ヒト体臭発生機序の分子生理学的理解が深まり、体臭の個人差を生みだす分子
基盤が明らかになると期待される。また、本研究を通じて、我が国においても患者数が増加の一途にある生活習
慣病リスクのさらなる理解に貢献することが期待される成果を得ることもできた。膜輸送体（トランスポータ
ー）に着目したヒトの体質・疾患リスクという観点からも興味深い知見が得られたと考えられ、今後のさらなる
研究の発展が期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

体臭は、体表状態と体表に分泌された「におい原因物質」の種類と量により決まる形質であ

り、体質や健康状態に応じて変化する表現型である。今日、体臭を利用した疾病診断が提唱さ

れているが、におい原因物質の生成から体表分泌に関わる一連の分子機構には不明な点が多い

ことから実現に至っていない。この課題を解決するため、ヒト体臭発生機序の分子生理学的理

解を通じ、体臭の個人差を生みだす分子基盤を明らかにすることが求められている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ヒト体臭発生機序の分子生理学的理解を通じ、体質や健康状態の違いに基づく「体

臭の個人差」を決定する分子基盤の同定を目指すものである。その試金石にあたる本研究では、

体臭として腋臭に焦点を絞ることを特徴とするのみならず、将来的に生活習慣病との関連に着

目する解析にも取り組むことができるよう、そのために必要な研究基盤を形成することも視野

にいれたうえで、研究全体がデザインされている。 

 

３．研究の方法 

本研究では、腋臭症の表現型決定因子のひとつである ATP-binding cassette transporter 

sub-family C member 11（ABCC11）に着目した、in vitro・in vivo検討、および臨床検体の

解析を行った。具体的には、野生型ならびに変異型 ABCC11の培養細胞発現系を用いた生化学

的検討および機能解析、ABCC11発現マウスを用いたメタボローム解析、腋臭症患者の腋窩ア

ポクリン分泌腺を用いた ABCC11の発現解析などを実施した。 

 

４．研究成果 

本研究を通じて、ABCC11 を中心とするヒト体臭・腋臭症研究のさらなる発展に貢献すると期

待される、重要な知見を多数得ることに成功した。得られた成果の一部については、５．主な

発表論文等に記載した雑誌論文や学会発表において、すでに発表済みである。また、本研究を

進める中で、主に実験系確立のためのポジティブコントロールとして、ABCC11 と同じタンパク

質ファミリーに属するABCC2およびABCG2に関する検討も実施した。それぞれの検討を通じて、

職業性胆管がんリスク、痛風リスクのさらなる理解に貢献すると期待される成果を得ることも

できた。さらに、生活習慣病のひとつとして脂肪肝に着目し、新たな脂肪肝モデルマウスを作

出することにも成功した。また、本研究の立案時には予想されていなかった内容として、本研

究期間中に ABCC11 の遺伝子多型が中耳真珠腫リスクと関連する可能性を報告している。このよ

うに、膜輸送体に着目したヒトの体質・疾患リスクという観点からも興味深い知見が得られた

と考えられ、今後のさらなる研究の発展が期待される。 
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